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１ 当該地域の所有者不明農地の概要 

 遊休農地となっており、隣地を耕作している農業者が、草刈等を行

なっている。元々、所有者の知り合いの方が耕作していたが、高齢の

ため耕作をやめてしまった模様。 

 地域計画区域内の田 １筆 ９１８㎡ 

   

  ２ 取り組みの状況 

 令和７年 ９月 隣地耕作者から農業委員会に探索の依頼 

 令和７年１０月 住民票を請求した結果「見当たらず」との回答 

令和７年１０月 農業委員会が公示し、所有者不明農地制度による手

続きを行なった。 

令和８年 ５月 隣地耕作者に農地バンクを通じて賃貸借契約（２０

年間）が締結される。 

        

３ 取り組みの結果 

 借受を希望していた隣地耕作者に、賃借権が設定される予定。 

 

４ その他 

探索の依頼が突然あるので、対応に苦慮する。市民課に請求をし

たことがないので、どのように請求するか市によっては公印や文書

番号がいる所があり、対応に手間取ることがある。 

 

 

 


